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令和 9 年度（2027 年度）向け国産基盤モデルの公募（予定） 

 

1. 応募の条件 

 令和 9 年度中にガバメント AI 源内向けに提供可能な国内で開発された基盤モデルを保有し

ており、その提供意向を有する法人であること。 

 自然言語を取り扱う基盤モデルであること。画像、音声、動画、コード等、他のモダリティ

のみを扱う基盤モデルは対象外とする。 

 有償提供を行う場合は、デジタル庁が別途実施する調達手続に従うこと。 

 政府職員が機密性 2 情報を取り扱えるようにするため、十分なセキュリティ及びセーフティ

を確保できるものであり、ガバメントクラウド上の環境で動作すること。 

 源内におけるモデルの使用状況等のデータをデジタル庁が公表することに同意すること。 

 応募は 1 社 1 モデルに限る。ただし、ガバメントクラウドへの実装要件に関して、モデルの

規模について応募前に問い合わせることができる。 

 応募書類の受領後、書類審査に合格した基盤モデルに対してデジタル庁が評価テストを実施

する。 

 

2.応募時の提出書類 

① 基盤モデルの概要（モデル名称、モデルの特徴、パラメータ数等） 

② 国内で開発された基盤モデルであることの説明 

③ ガバメント AI 源内における具体的な活用法 

④ tool use 機能の説明（API 呼び出し、ファイル操作、データベースアクセス、Web 検索等、

外部のツールや機能を呼び出して AI の能力を拡張する仕組み説明） 

⑤ 主要なフロンティアモデルと比較したベンチマークテストの結果 

⑥ セーフティ（安全性）に関する取組の説明 

⑦ 学習用データの収集及び利用に関する法令遵守状況の説明 

⑧ ガバメントクラウド上で動作させる場合の提供条件やデプロイ条件 

⑨ 基盤モデルの具体的な提供条件（契約形態、ライセンス範囲、料金体系等） 

⑩ モデルの使用状況等のデータをデジタル庁が公表することに同意することの説明 等 

 

3．評価テストの実施 

(1)目 的 

 MMLU をはじめとする基盤モデルの標準的・学術的なベンチマークは知識量・論理推論・言語

流暢性を主に測定するが、政府における行政実務で求められる能力は質的に異なるため、行

政実務において安全かつ効果的に利用できるかを確認することを目的とする。 

 政府職員が日常業務で基盤モデルを利用する場面を想定し、指示理解、文書作成、情報の要

約・整理・調査・分析、根拠提示、計画立案、リスク検討等の実務能力を主に確認する。 



 行政実務では、法令、制度、政策、社会課題など、行政特有の知識が求められる。一般的な

ベンチマークでは測定されない行政分野に関する知識量や理解度も評価の対象とする。 

 一問一答形式の設問を通じて、提示された条件や制約を正確に把握し、必要な情報を整理・

分析した上で、目的に即した適切な回答を生成できるかを確認する質問で構成される。 

 行政実務では、誤った出力が政策判断、行政事務、国会対応、住民説明、制度運用、内部意

思決定に影響するおそれがある。そのため、理解能力、ハルシネーション抑制能力、分析・

企画能力も評価対象とする。 

(2) 実施方法（予定） 

 出題数：300 問（各評価観点から複数問を出題し、観点ごとの能力を多角的に測定する。） 

 評価の観点：35 項目の行政実務で求められる能力領域 

 設問の題材として取り扱われるテーマ：8 領域（一般常識領域、社会問題・時事問題領域、

日本語の理解領域、基盤モデルの安全性（Safety）領域、法律・制度領域、行政課題領域、

日本の価値観・歴史観領域、国際関係・外交領域） 

 出題方法：一問一答方式（各問題は独立しており、前問を踏まえた回答は求められない。） 

 テスト時間（上限）：15 時間 

 1 問の処理に充てられる時間（上限）：3 分間 

 質問セットはテスト開始時に提示する。質問の文字数は一定ではなく、100 文字程度の簡潔

な質問から 1,000 文字を超える質問まで想定される。最大の文字数は 2,000 文字である。 

 質問は全てテキストで行われる。画像、音声、映像は用いない。 
 質問には「・・・を説明してください。」のような事実関係を問う単純な質問だけでなく、

前提条件、役割指定、出力条件、作業指示文等を組み合わせたプロンプトも含まれる。 
 質問には、一つの題材に対して複数の質問や指示が含まれる場合がある。 
 応募者ごとに異なる質問内容を用意する。 

 

4．今後のスケジュール（予定） 

 令和 8 年（2026 年）11 月 公募開始 

 令和 8 年（2026 年）12 月 公募締切、書類審査（一次審査） 

 令和 9 年（2027 年）1 月 審査結果の通知、評価テスト（二次審査）、調達公告 

 令和 9 年（2027 年）2 月 評価テストの結果通知、入札 

 令和 9 年（2027 年）3 月 落札者の決定、ガバメントクラウド上へのデプロイ準備 

 令和 9 年（2027 年）4 月 ガバメント AI 源内における基盤モデルの使用開始 

 

（注意） 

本公募の計画は現時点での予定であり、今後修正される場合がある。 

 

 


